
力率改善アクティブフィルタモジュール（ACT モジュール）

PM-601BSG (4.8kW)、PM-604BSG (5.76kW)、PM-703BSG (7.92kW)

Data Sheet

概要

力率改善モジュール
・制御回路、パワーデバイスが内蔵され、回路設計不要。

・外付けコイルひとつで力率改善機能を実現。

モジュール外観 (PM-601)

電気的特性（指定なき場合､Ta=25℃､Vcc=18.0V､L1=0.32mH､Co=1200μF）

用途

単相AC100V,200V 系電源の力率を改善
・業務用大型機器（エアコン、冷蔵庫、冷熱システム等）

・産業機器（大型工具、充電器、工作機械、各種ロボット等）

仕様
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最大定格 ( 指定なき場合は Ta=25℃)

主回路部

制御部

全ｼｽﾃﾑ

入力電源電圧

入力電流 ( 定格時 )

入力ｻｰｼﾞ電流

最大入力

制御電源電圧
ON/OFF 信号電圧
動作周囲温度

動作ﾓｼﾞｭｰﾙ温度

絶縁耐圧

入力電流 ( 過負荷時 )

Vi

Ii

Ii

IFSM

ー

Vcc
Von/off

Ta

Tc

Viso

＋IN,-IN 端子間､動作時
単相全波整流波形
Tc≦+100℃
Tc(IGBT)≦+119℃,Tc(FRD)≦+121℃ (PM-703BSG)
Tc≦+100℃,Vi=240V
非繰り返し､通電 1 分間以内
AC50Hz､1ｻｲｸﾙ､ACT 動作 OFF
Tc≦+100℃
Tc(IGBT)≦+119℃、Tc(FRD)≦+121℃
Ii≦30A、Vi≦264V (PM-703BSG)
Vcc -GND 端子間
ON/OFF-GND 端子間
ー

放熱板をつける面（ﾍﾞｰｽ板裏面）の全ての部分の温度を指す｡

正弦波 60Hz､端子一括とﾍﾞｰｽ板間 1 分間

項目 記号 条件 定格値
PM-601 PM-604 PM-703

単位

276 276 276 Vrms

20 24 ー
Arms

ー ー 30

23 ー Armsー

180 200 A200
4.8 5.76 ー

ー ー 7.92
kW

20 20 20 V
0 ～ Vcc 0 ～ Vcc 0 ～ Vcc V

-25 ～ +70 -25 ～ +70 -20 ～ +85 ℃

-25 ～ +100 -25 ～ +100 '-20 ～ +120 ℃

1500 1500 1500 Vrms

制御部

全ｼｽﾃﾑ

項目 記号 条件 標準値
PM-601 PM-604 PM-703

単位

制御電源電圧
制御電源電流（動作時）
制御電源電流（非動作時）

ON/OFF 論理

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ周波数
制御電源電圧低下保護

出力電圧

過電圧保護 / 出力電圧 ( 無負荷 ) 比

電源力率（最小値）

Vcc
Icc
Icc

ー

fsw
UV

Vo

α

Pf

Vcc-GND 端子間
ー
ー
OFF:Lo 又はｵｰﾌﾟﾝ（最大値）
ON:Hi　　　　　 （最小値）
ー
ﾄﾘｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ
無負荷
Vi=200V/20A（PM-601BSG）
Vi=200V/24A（PM-604BSG）
Vi=200V/30A（PM-703BSG）
ー
入力 AC100V､Ii=20A（最小値）
入力 AC100V､Ii=5A  （最小値）
入力 AC200V､Ii=30A（最小値）
入力 AC200V､Ii=24A（最小値）
入力 AC200V､Ii=20A（最小値）
入力 AC200V､Ii=5A  （最小値）

18 18 18 V
10 12 10 mA
0.1 0.1 0.1 mA
0.8 0.8 0.8 V
14 14 14 V
24 20.5 20 kHz
8.9 8.9 8.9 V
380 380 380 V
364 ー ー V
ー 373 ー V
ー ー 371 V

1.058 1.058 1.058 ー
99 ー ー %
95 ー ー %
ー ー 99 %
ー 99 ー %
99 ー ー %
95 95 95 %



PM-601/604/703

Ref. PM-601 PM-604 PM-703
Vcc 18V
Li 50μH

Ci1 3.3μF
Ci2 6.6μF
L 0.7μH

Co 3300μF1200μF

18V
50μH
3.3μF
6.6μF

0.32μH

推奨条件

株式会社富士通ゼネラル
電子デバイス事業部　市場開発推進室

〒213-8502　川崎市高津区末長 3 丁目 3 番 17 号

TEL：044-861-7678

お問い合わせ先
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動作回路

寸法図

注意事項

項目 内容

過電圧保護

突入電流

静電気

放熱器

放熱機への取付

配線接続

取り扱い

出力の内部過電圧保護はｼｽﾃﾑ停止を行なわない構成となっているため､過電圧が外部から印加された場合の保護は御社の機器で保護してください｡

突入電流で素子が破壊されないように突入電流防止抵抗を入れてください｡また電源投入時や瞬時停電復帰後等の突入電流が流れる期間は必ず

ﾓｼﾞｭｰﾙを OFF してください｡ACT 動作中に瞬時停電した場合､電源復帰時に大きな電流が流れ､素子が破壊する場合があります｡

出力電圧が一定電圧以下になったら ACT 動作を OFF させ素子の破壊を防止してください。
各端子､製品内の部品に静電気放電が起こらないよう注意してください｡取り扱い者には静電気対策を施してください｡
動作時のﾓｼﾞｭｰﾙ温度が最大定格値を超えないような放熱器を設定してください｡

取り付ける放熱器の平坦度は 0.2mm 以下としてください｡

製品の取り付けに当たり、片方を先に強く締めた後で、他方を締付けると、筐体が割れる場合があります。仮締め等で左右のバランスを

とりながら締付け、最後は規定締め付けトルク（0.6 ～ 0.9N・m）で完全に締付けてください。
ネジﾞ端子との接続部の抵抗値が大きくならないように充分注意してください｡

接続部の抵抗が大きいと通電電流によって異常に発熱し､発煙発火に到るおそれがあります｡

1) 無理な力や衝撃は加えないでください｡

2) 落下、投げ出し等はしないでください。また、落下したものは使用しないで下さい｡

PM-601 / 604 PM-703


